
応用確率統計（演習 10） 平成 23 年 01 月 06 日 

問 1 
確率モデル 

X θ ε= +  
において、誤差ε の分布が平均 0、分散 2σ の正規分布

に従うとする。そのとき、独立な観測値 1 2, , , nX X XL に

対して未知の母数θのピットマン推定量θ̂ ∗を求めよ。 
 
解答 
誤差ε の分布が平均 0、分散 2σ の正規分布に従うの

で 
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但し 
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定義よりθのピットマン推定量は 
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∫  

積分の中の式は平均 X 分散 2 nσ の正規分布の形にな

ったから、積分を簡単に求められる。 
従って誤差の分布が正規分布だったら、そのピット

マン推定量は観測値の標本平均になる。 
以上 

  
問 2 
確率モデル 

X θ ε= +  
において、n 個の独立な観測値 1 2, , , nX X XL が得られ

るとき、分散の不偏な推定量である不偏分散が 
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になることを証明せよ。ただし誤差ε の分散が未知と

して、 X が観測値の標本平均とする。 
 
解答 
まず誤差ε の分散を 2σ と定義する。 
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標本平均の分散は  iX の独立性より 
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従って 
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2σ̂ の不偏性は明らかである。 
直観的には、分散の最もよい推定量は標本分散のよう

に思えるが、分母が n ではなく(n－1)としないと不偏

とならないことに注意する。 
以上

 


